


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．ワークショップ 〜私にもできるごみの減量化・資源化〜 

ワークショップでは、施設⾒学の感想をのべたあと、ごみの減量

化・資源化に関して、①各家庭ですでに取り組んでいること、②これ

から取り組みたいこと・取り組まなくてはならないと思ったことにつ

いて、皆で意⾒を出し合いました。 

 Step１ 施設⾒学後の感想（抜粋） 
●ごみを出してからの流れを知ることができ、⾒学も初めてできて、

とても貴重な時間でした。 

●ごみを燃やした後、焼却炉にくっついたアルミの取り除き作業を⼈

の⼿で⾏っていることは驚きました。 

●ごみクレーンは大きくてびっくりしました。ピットの深さも 40m も

ありすごかったです。 

●発電していることを知りました。 

●24 時間モニターで監視していることがすごかった。 

 Step２ 私にもできるごみの減量化・資源化（抜粋） 
《各家庭ですでに取り組んでいること》 

●ふつうに分別。なるべく分別している。 

●紙類はなるべく資源に出す。 

●ペットボトルのラベル・キャップを分けて出す。 

●アルミ製品は水洗いしてから捨てている。 

●不⽤品はリサイクルショップに持っていく。 

 Step２ 私にもできるごみの減量化・資源化（抜粋） 
《これから取り組みたいこと・取り組まなくてはならないと思ったこと》 

●しっかり分別する。しっかり分別すれば環境にやさしくできる。分別はカッコイイ︕ 

●アルミやラップなどの小さな物もしっかり分けたい。雑紙を分けるよう気を付ける。 

●ごみを減らす⼯夫をする。不要なものは買わない。絶対必要なものを買う。 

●家電は⻑く使う。壊れてすぐに買い直すではなく、修理に出す。 

●燃やしてはいけないもの（危険物）について、家でも確認していきたい。 

 Step３ 私のごみ減量宣⾔（抜粋） 
 ●私は、ごみの減量化・資源化

に向けて、小さな物から分
別することに取り組んでみ

ようと思います。 

●私は、ごみの減量化・資源化に向

けて、雑紙の分別をもっと頑張
る（資源ごみに回す）ことに取

り組んでみようと思います。 

●私は、ごみの減量化・資源

化に向けて、もう少し、
ていねいに分別します。 

●私は、ごみの減量化・資源化に向けて、必要
なものか、他で代用できるか考えてから⼿
に入れることに取り組んでみようと思いま

す。 

番外編．絵日記作成 

参加していただいた子どもたちには、ワ

ークショップの時間に、絵⽇記作成に取り

組んでもらいました。 
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さいごに SDGs って知ってる︖ 

国連が提唱する『持続可能な開発目標（SDGs）』って知って

いますか︖ ⼀⼈ひとりが取り組む小さな環境⾏動が SDGs の

17 の目標に貢献していくことを学びました。 

最後に、「みんなでつくる ながくてＳＤＧｓの森」の１本目

の木を SDGs シールで満開にして⾒学会を終えました。 

 

参加者全員で記念撮影 

第１回⾒学会なので１本の⽊をシールで満開にしました。 
⾒学会を重ねるごとに SDGs の⽊を増やしていきます。 

第２回は、『⽣態系保護エリア東⼭の⾕津⽥の⾒学会』を９月 15 日（日）に開催します。 
第３回は、『とよたエコフルタウン･ガイドツアー』を 11 月 30 日（土）に開催します。気楽にご参加ください。 


